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平成２２年度昭和大学入学式が，去る４月１２日

（月）午前１０時より，原宿の明治神宮会館に於いて

執り行われました．今年の東京は天候の変化が激し

く，前日の初夏の陽気から一転，雨の寒い日になりま

した．しかし，明治神宮境内は欅などの新緑が美しく，

厳粛な雰囲気に包まれていました． 

今年の新入生は，

医・歯・薬・保健医療

学部合わせて，５９５

名（編入生を含む）で

した．ご父母の出席

も含めて，１８００名

収容の会場は２階席

まで埋め尽くされまし

た．昭和大学管弦楽団の格調高い演奏に引き続き，

役員が登壇して会が始まりました．細山田学長が本

学は真の医療人を育成するために社会に対して責務

があるので，全寮生活をベースにした富士吉田校舎

での１年間を有意義に過ごして，医療人の原点であ

る人間性を涵養するようにと力強い告辞をされました．

続いて小口理事長から本学は医系総合大学で社会

から非常に高い評価を受けているので，本学に入学

したことを誇りに持って頑張って欲しいし，そのための

支援を惜しまないと激

励がありました． 

各学部の代表による

新入生の宣誓があり，

歯学部を代表して羽鳥

綾乃さんが，超高齢社

会になり歯科医師の役

割が広がりつつあるの

で，患者さんの健康に

貢献するために幅広く学業に励みたいと力強く宣誓

をしました．在校生を代表して，新入生歓迎行事実行

委員会から，自分たちの新入生時の経験をもとに今

後の学生生活へ向けて歓迎の挨拶がありました．引

き続き恒例になった応援指導部の演武で会場が盛り

上がり，最後にグリークラブのリードで校歌を斉唱し

閉会しました．新入生は昼前に１４台のバスに分乗し

て富士吉田キャンパスに向かいました． 

今年は全国的に歯学部の志願者が激減するなか

で，本歯学部はアドミッションポリシーに基づいて，本

学で学ぶ意欲があり，基礎学力とコミュニケーション

能力に優れた人材を選抜して入学させることができま

した．本歯学部は医系総合大学の恵まれた環境の中

で，建学の精神である「至誠一貫」のもと，超高齢社

会の国民の健康にチーム医療の立場から貢献できる

歯科医療人の育成を目標に，カリキュラムポリシーを

明確に打ち出しています．今後，新入生が富士吉田

校舎，旗の台校舎，洗足校舎と，学年を経て着実に

成長していくことを期待しています．さらに，本歯学部

では卒業時の臨床能力についてもコンピテンシーを

もとにディプローマポリシーを明確にしているので，新

入生が６年後に自信を持って社会に羽ばたき貢献す

る日を今から楽しみにしています． 

 

 
学校法人昭和大学の平成２２年度新入職員入職

式が，桜が華やかに開花した４月１日午前１０時から

上條講堂で開催されました．本年度採用された新入

職員は，教育職２４０名，行政職２５名，看護職４２２

名，技術・技能職４３名，医学部臨床研修医７７名，歯

学部臨床研修医７１名の合計８７８名で，会場は２階

席までほぼ満席の新入職員で埋まりました．式は外

川人事部長の司会で進行され，最初に小口勝司理

事長が，学校法人の歴史と建学の精神を紹介し，日

本一の大学を目指して一緒に力を合わせて頑張りま

しょうと挨拶しました．引き続き細山田学長が挨拶し，

本学が一般の企業と異なるのは医療人になる学生を

教育している大学であることと，附属病院で患者に奉

仕していることであり，職員すべてが教育への責任と

奉仕の精神を持つことが重要であると強調されました．

小口理事長から代表の塚本さんに辞令が交付されま

した．新入職員の宣誓があり，最後に校歌斉唱で１０

時半に閉会しました． 

引き続き，上條講堂で新入職員を対象にした人権

啓発講演が行われました．午後は各施設，職種別に

オリエンテー

ションが行わ

れました．新

入職員が新し

い職場に早く

慣れて活躍す

ることを期待

します． 

平成２２年度新入職員入職式が行われ

ました           歯学部長 宮崎 隆 

平成２２年度昭和大学入学式挙行される
歯学部長 宮崎 隆
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新年度を迎え，平成２２年度の進級式および白衣

授与式が４月２日（金）に行われました． 

白衣授与式は今年で２回目を迎え，上條講堂で午

前１０時より開式となりました．歯学部５年生全員とご

父兄，教職員に加えて２年生も参列し，長谷川歯学

教育研修センター長の司会のもと，式は厳粛に進行

しました．この白衣授与式は５年生が臨床実習を開

始するに当たり，大学より白衣を授与して臨床実習

生としての心構えを新たにしてもらおうというものです．

宮崎学部長の告辞，４年時の成績優秀者の表彰に

続き，壇上で８名の教員から白衣の授与が行われま

した．一人ひとり白衣を着せかけられて皆，神妙な面

持ちでした．学生代表の宣誓の後，細山田学長，岡

野歯科病院長，石川看護師長から祝辞をいただき閉

式となりましたが，あいにくの雨天のため記念写真の

撮影は上條講堂内で行われました． 

２年生から６年生の進級式は，午前・午後に分か

れてそれぞれの講義室で行われました．学部長，学

生部長，教育委員長からの挨拶および説明と事務か

らの伝達事項が伝えられ，２年生と５年生は新しい指

導担任の紹介も行われました． 

夕方には歯科病院の地下食堂でささやかながら５

年生と教員の懇親会が開かれました． 

 

 
平成２３年度から必修となる「病院で患者中心のチ

ーム医療を実践する」学部連携病棟実習のトライア

ルが３月８日から１２日に昭和大学藤が丘病院整形

外科病棟と藤が丘リハビリテーション病院リハビリテ

ーション病棟において行われました．本実習は歯学

部では５年次の臨床実習に組み入れられ「病棟で複

数の学部学生が連携して患者を担当し，チーム医療

の実践に必要な知識，技能，態度を習得する」ことを

目標にしています． 

今回のトライアルは，４学部から参加した１４名の

学生が７名ずつ２病院に分かれて行われ，歯学部か

らは５年生３名が参加しました．対象患者さんの絶大

の協力と担当診療科の医師，病棟看護師，藤が丘病

院歯科室，事務職員など多くの関係者の協力の下に

薬学部の木内教授を中心に各学部から指導教員が

実習指導にあたりました． 

参加した歯学部学生は，最初は若干の戸惑いも見

られましたが積極的に患者側にたった歯科医療の問

題点やケアの提案などを行い，患者中心のチーム医

療の実践に向けて医療チームの一員として積極的に

他の学部学生と討議していました． 

本実習は平

成２２年 度 に

対象病院・病

棟を拡大した

大 規 模 ト ラ イ

アル，２３年度

には各附属病

院・病棟で本

格実施の予定

です． 
 

 
去る平成２２年３月１３日

（土），昭和大学歯科病院

にて昭和大学歯学部口腔

癌包括的研究センター平

成２１年度公開シンポジウ

ムが開催されました．本研

究センターは，平成２０年

度より，文部科学省私立大

学戦略的研究基盤支援事業の補助を受け「分子的

理解に基づいた口腔癌の先端的研究－発症メカニズ

ムの解明から QOL の向上を目指した包括的リハビ

リテーションまで－」を研究課題として組織されていま

す．今回は２回目のシンポジウムの開催となりました．

本研究センター代表者の立川哲彦教授の開会挨拶

に続き，ゲノムサイエンスの第一人者である東京大

学先端科学技術研究センターゲノムサイエンス分野

教授の油谷浩幸先生による「がんゲノム解析から臨

床応用への研究戦略」について特別講演が行われま

した．大変興味深い講演でありフロアからの活発な議

論が相次ぎ予定時間を延長して終了しました．その後，

各研究斑による研究成果発表が行われ，活発な議論の

後，新谷悟教授の挨拶で全ての会が終了しました． 

準備運営担当の口腔病理学教室，顎口腔疾患制

御外科学教室，歯周病学教室と致しまして，各研究

班のシンポジストの先生方をはじめ，ご協力頂いた多

くの皆様に厚く御礼申し上げます． 

 

平成２２年度白衣授与式 進級式が行

われました    教育委員長 井上 美津子 

昭和大学歯学部口腔癌包括的研究 

センター公開シンポジウム 開催される
口腔病理学教室 入江 太朗

学部連携病棟実習トライアルが行われ

ました        口腔衛生学 向井 美惠
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去る４月３日（土）午前９時より，上條講堂に於いて，

平成２２年度昭和大学大学院入学式が執り行われま

した．今年度の入学者は，医学研究科５７人，歯学研

究科３０人，薬学研究科後期博士課程４人，保健医

療学研究科１２人の合計１０３人でした． 

はじめに細山田学長から，「これからは大学院で研

究に専念し，４研究科の利点を活用して，成果を出し

てほしい」との告辞が述べられました．続いて小口理

事長が，「大学院は国内の最高の教育機関であり，

世の中のリーダーとなることを目的としている．４研究

科が協力して良い研究を行うと共に，入学者は見識

のある人に育ってほしい」と祝辞を述べられました．

続いて各研究科長

からそれぞれ挨拶

があり，医学研究

科樋口慧君による

新入生宣誓，グリ

ークラブによる校

歌斉唱があり，午

前１１時に閉式とな

りました． 
 

 
昭和大学では「チーム医療ができる医療人を育て

る」をキーワードとして，医療系総合大学の特色と全

寮制という環境を活かして，４学部連携教育を推進し

ています．この教育の卒前のゴールは，平成２３年度

から５年生で本格実施する昭和大学附属８病院にお

ける「４学部連携病棟実習」です．学部間連携教育運

営委員会では，実際の入院患者さんの医科，歯科，

薬剤，看護，理学，作業にわたる医療情報を４学部

学生が共有し，患者さんの問題を把握した上で，患

者さんにとって望ましい治療・ケアを提案する実習の

準備をしています．５年生で行う「４学部連携病棟実

習」のシミュレーションとして，４年生では，模擬カルテ

をシナリオとして学生に提示し，共有した情報を基に，

患者さんの問題点を明らかにし，対応策をグループ

で討論する学部連携 PBL を今年度から必修科目とし

て，平成２３年３月に行います． 

このたび，４年生学部連携 PBL のトライアルを４学

部のボランティア学生１４名に協力してもらい３月１５

日，１６日に行いました．病棟カルテは，実在の患者

さんのカルテに基づき，医科の病棟カルテと歯科カル

テに加え薬剤管理記録，看護記録，リハビリテーショ

ン記録と温度板，指示簿を合わせた１００ページを超

えるものとなりました． 

学生は７名ずつ２グループに分かれ，１日目は午

前中に入院時の基本情報，午後は入院後の経過(２

週間分)をそれぞれの学部に関連する部分を１日ず

つ皆で読み合わせながらグループでまとめました．最

後に入院最終日の患者さんが有するさまざまな問題

点をプロブレムマップの形にまとめて，グループで共

有しました．２日目はプロブレムマップから問題点リス

トを作成し，治療・ケアプランの立案を行いました．最

後に２グループで発表会を行いましたが，グループに

よって治療・ケアプランが異なり，白熱したディスカッ

ションとなりました．トライアルに参加していた４学部

の教員もリソースパースンとして，討論に加わり，教

員としても興味

深いトライアルと

なりました．今回

のトライアルから

得られた反省点

を生かして，８月

に再度トライアル

を行う予定です． 
 

 
去る３月２０日，昭和大学共同研究平成２１年度研

究成果発表会が催されました．この共同研究は，医

学部，歯学部，薬学部，そして保健医療学部の基礎

研究と臨床研究の融合を実現するための昭和大学

独自のプロジェクトであり，昨年度，新たに５つの研

究課題，「脳による生命・恒常性維持の基盤研究と臨

床研究」，「炎症・免疫システムの新たな paradigm に

よる病態の解明と治療法の開発」，「分子再生医療の

基盤解析」，「酸化ストレスと組織障害機構解明及び

その予防と治療への応用」，「生活習慣病に基づく臓

器障害の進行（再発）予防」がスタートし，今回は２年

目の発表会となりました． 

私たちも研究分担者として参加し，骨形成誘導を

促進する因子についての研究成果を発表しました．

発表を通じて歯学部以外の研究者と交流することが

でき，同時に，昭和大学の研究レベルの高さを感じま

した．閉会の際，細山田学長が競争的研究資金導入

のいきさつと研究成果に対する期待を述べられました． 

ところで，「チーム医療」という言葉がありますが，共

同研究はまさに「チーム研究」を実現するための貴重な

場であると思

います．閉会

後，来年はも

っと良い研究

成果を発表

したいと思い

な が ら 会場

を後にしまし

た． 

平成２１年度共同研究発表会開催される
口腔生化学教室 高見 正道 

４年生学部連携 PBL トライアルが行わ

れました  歯科医学教育推進室 片岡 竜太

平成２２年度大学院入学式 挙行される 
大学院歯学研究科運営委員会 上條 竜太郎
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オーストラリアのアデレード大学歯学部に春休みに

２週間，海外研修に参加しました． 

歯学部は５年制で１年生から講義と平行して相互

実習が始まり，３年生以降は学生クリニックで患者さ

んの治療を行っています．学年によって治療内容が

決まっており，３年生は保存治療とスケーリング，４年

生ではクラウン･ブリッジと歯内治療が加わり，５年生

では全ての治療と口腔外科（智歯の抜歯）を行ってい

ました．移民が多いため，通訳者が治療に立ち会うこ

ともあり，日本との違いを感じました．また大学病院

は個人病院よりも治療費が安い上に歯科医師不足と

いうこともあり患者さんは２年ほど予約待ちという状

況の中で来院していました．学生は患者さんと上手に

コミュニケーションをとりつつ，説明を丁寧に行ってい

て，とても良い信頼関係が築かれていたと思います． 

３年生から臨床の現場に立っているからか，学生

達はモチベーションが高く，先生と活発に意見交換を

していて，講義や実習でどうしても受身になりやすい

私はそこに大きな壁を感じました．学生達とお互いの

国の歯科医療について話し合ったことで，客観的に

日本の歯科の良い面と悪い面を理解できたような気

がします．「他を知ることで自を知る」，世界から見た

日本を知ることで，

その国に合った

良い医療とは何

なのか，考えるき

っかけをくれた大

変貴重な体験と

なりました． 

 

 

５月１２日（月）：Ｄ２健康診断 
５月１３日（火）：Ｄ３健康診断 
５月１４日（水）：Ｄ４健康診 
６月 ４日（金）：Ｄ２防災訓練 
６月１９日（土）：父兄会総会 
６月２５/２６日（土日）：富士吉田寮祭・オープンキャンパス 
 

 
 
 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 ２０,８１４ ８００．５ ６５５．９ ８０２．０

入院患者 ４９８ １６．１ １７．７ １５．４

 
春休み中の２週間という短期滞在でしたが，歯学

部５年生４名と薬学部４年生４名の計８名でこのプロ

グラムに参加しました．滞在中は，昼間はポートラン

ド州立大学に通って英会話やアメリカ文化について

授業を受け，放課後は自分たちでダウンタウンやウォ

ーターフロントに出かけてポートランド市を観光し，夕

方にはそれぞれホストファミリーの家に帰るというよう

な毎日を過ごしました． 

この２週間を通して私

が得たものはすごくたくさ

んあって，その中でも特

に「積極的」であることの

重要性を強く感じました．

ホストファミリーとの生活

を始めて数日は，話したいことがあっても，あれは英

語でなんて言うかな，などとあれこれ考えているうち

に結局何も言いだせずに終わることが多くて悶々とし

ていました．でも，今自分に何ができるかを考えた時，

とにかく積極的に自分からしゃべるしかないと思いま

した．それで，知っている限りの英語を使って，英語

が分からないときも，たとえ英語じゃなくてもしゃべり

続けました．私が必死に話すと，ホストファミリーは熱

心に耳を傾けてくれて，私が話したかった内容を，「こ

ういうこと？」といった感じで聞き返してくれました．コ

ミュニケーションがとれたと感じた瞬間は，まさに言葉

にできない達成感で，英語を身体で勉強することができ

ました． 

４月からいよいよ臨床実習が始まり，教科書とマネ

キンや模型を相手にしていた今までとは全く違う環境

になります．積極的に臨床実習に参加することで，自

分自身を成長させると同時に，楽しいと感じられる充

実した 1 年間にしたいと思います．この研修でお世話

になりましたホストファミリー，ポートランド州立大学と

昭和大学の先生方に心から感謝いたします． 

 
野中 直子 講師（口腔解剖学） 

中川 量晴 助教（口腔衛生学） 

鎌谷 宇明 助教（病院長直属） 

藤田 温志 助教（病院長直属） 

小出 容子 助教（病院長直属） 

 
年度始めのお忙しい時期にも関わらず，ご寄稿下

さいました諸先生方には，この場をお借りして厚く御

礼申し上げます． 

昇任・採用     広報委員長 井上 富雄 

行事予定      広報委員長 井上 富雄 

ポートランド州立大学春季英会話集中

プログラムに参加しました 
歯学部５年３９番 纐纈 美沙子

アデレード大学での海外研修に参加し

ました    歯学部４年６２番 中里 友香理 

診療統計（平成２１年３月分） 
医事課課長 久米 徳明

編集後記    歯科薬理学教室 坂井 信裕


